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■  主  な  内  容
● 松野町定例議会 ……………………… ２～３
● 松野町健全化判断比率と資金不足比率報告 … ４
● ふるさと納税へのご協力お願い ………… ５
● 平成20年度敬老式 …………………… ６～７
● 山城作業日誌 ……………………………… ８
● 人権の広場 ………………………………… ９
● お知らせコーナー ………………………… 10
● 秋の火災予防運動 ………………………… 11
● まちのわだい ………………………… 12～13
● 住基カードについて ………………… 14～15
● 国民年金コーナー ………………………… 16

平成20年

千の風をうけて…蕨生加藤純市さんの風車と鈴井の彼岸花群生（写真　柳野治示氏）

森の国秋の彩り
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補
正
予
算

◎
平
成
20
年
度
松
野
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
億

７
６
１
万
３
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
総
額
を
28
億
６
千
５
２
２

万
８
千
円
に
し
た
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

（
総
務
費
）

・ 

吉
野
生
山
村
広
場
測
量
設
計
委

託
料 

１
１
１
万
７
千
円

・ 

鬼
北
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
費
負
担
金

７
千
１
４
２
万
８
千
円

・
住
民
税
還
付
金 

４
３
２
万
円

（
農
林
水
産
費
）

・ 

産
地
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
事

業
費
補
助
金
（
茶
防
霜
フ
ァ
ン

更
新
） 

７
８
４
万
円

・
水
路
改
修
費 

２
１
４
万
２
千
円

・ 

県
営
林
道
整
備
事
業
費
負
担
金

３
２
０
万
円

（
商
工
費
）

・ 

ふ
れ
あ
い
交
流
館
濾
過
装
置
等

修
繕
料 

１
７
４
万
４
千
円

（
土
木
費
）

・
道
路
新
設
改
良
費 

５
６
６
万
円

◎
愛
媛
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
規

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

▼
地
方
自
治
法
の
改
定
に
よ
り
、

議
員
の
報
酬
の
支
給
方
法
等
に
関

す
る
規
定
を
他
の
行
政
委
員
会
の

委
員
等
の
報
酬
の
支
給
方
法
等
に

関
す
る
規
定
か
ら
分
離
す
る
と
と

も
に
、
報
酬
の
名
称
を
「
議
員
報

酬
」
に
改
め
た
も
の
で
す
。

◎
松
野
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条

例
に
つ
い
て

▼
本
町
を
愛
し
、
応
援
し
よ
う
と

す
る
個
人
又
は
団
体
か
ら
寄
附
金

を
募
り
、
こ
の
寄
附
金
を
財
源
と

し
て
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
基
金
を
創
設
し
た
も
の

で
す
。

　
決
算
認
定

◎
平
成
19
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
ほ
か
、
特
別
会
計
６
会
計

の
決
算
認
定
に
つ
い
て

▼
９
月
17
日
に
提
案
し
、
所
管
委

員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
第
３
回
松
野
町
議
会

定
例
会
が
、
９
月
17
日
に
招
集
さ

れ
、
17
日
・
30
日
に
提
出
議
案
等

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
報
　
　
告

◎
松
野
町
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
）

　
発
　
　
議

◎
松
野
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

▼
地
方
自
治
法
の
改
定
に
よ
り
、

全
員
協
議
会
を
設
け
た
も
の
で
す
。

　
条

例

等

◎
報
酬
及
び
費
用
弁
償
額
並
び
に

支
給
方
法
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
松
野
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
松
野
町
議
会
議
員
に
対
す
る
期

末
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
松
野
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

◎
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

平
成
20
年 

第
３
回 

松
野
町
議
会
定
例
会

・ 

地
盤
沈
下
調
査
業
務
委
託
料

１
９
５
万
３
千
円

◎
平
成
20
年
度
松
野
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
千

２
５
５
万
５
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
総
額
を
５
億
３
千
９
５
５

万
５
千
円
に
し
た
も
の
で
す
。

　
同
　
意

◎
松
野
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
井
上
俊
則
氏
（
目
黒
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意

◎
松
野
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▼
谷
清
氏
（
松
丸
）、
毛
利
峰
子

氏
（
豊
岡
）
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意

　
意
　
見

◎
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に

関
す
る
意
見
書
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一
　
般
　
質
　
問

　　
柳
野
　
大
和
　
議
員

◎
町
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
進
退

に
つ
い
て

【
町
長
答
弁
】

　
合
併
特
例
法
の
期
限
ま
で
に
は

一
年
数
ヶ
月
と
時
間
が
無
い
上

に
、
合
併
に
備
え
て
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
多
く
、
そ

の
早
期
解
決
を
図
る
必
要
に
迫
ら

れ
、
現
在
懸
命
に
努
力
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
合
併
の
道
半
ば
で
身
を
引
く
こ

と
は
無
責
任
で
あ
り
、
た
と
え
困

難
が
あ
ろ
う
と
も
最
後
の
仕
上
げ

ま
で
や
り
抜
く
こ
と
が
、
私
に
与

え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

　
幸
い
健
康
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
頂
き
ま

し
た
な
ら
ば
、
私
の
全
精
力
を
あ

げ
て
「
よ
り
良
い
合
併
を
成
し
遂

げ
、
町
民
の
負
託
に
応
え
た
い
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
太
場
　
隆
俊
　
議
員

◎
本
町
の
観
光
、
農
林
公
社
の
在
り

方
つ
い
て

【
町
長
答
弁
】

　
観
光
公
社
の
経
営
改
善
の
取
組

み
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ド
部
門
で

は
、
昨
年
度
よ
り
３
ヶ
年
間
か
け

て
国
の
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
て
、
森
の
国

ホ
テ
ル
の
設
備
関
係
の
改
修
や
、

虹
の
森
公
園
の
ペ
ン
ギ
ン
飼
育
施

設
の
整
備
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
部
門
で
は
、
総

務
省
か
ら
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た

地
方
公
営
企
業
等
経
営
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
か
ら
観
光
公
社
の
経
営
方
針

に
つ
い
て
助
言
を
受
け
て
お
り
、

さ
ら
に
宇
和
島
圏
域
活
性
化
協
議

会
が
受
け
皿
と
な
っ
て
、国
の「
地

方
の
元
気
再
生
事
業
」
の
採
択
を

受
け
て
実
施
す
る
一
連
の
事
業
の

中
で
、
森
の
国
ホ
テ
ル
の
経
営
診

断
や
、
大
手
旅
行
代
理
店
の
企
画

担
当
者
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を

実
施
す
る
計
画
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
農
林
公
社
に
つ
き
ま
し
て
も

「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

で
育
苗
ハ
ウ
ス
の
改
良
を
実
施
す

る
な
ど
、
町
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
べ
く
対
策
を
講
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
来
年
３
月
末
に
観
光
公
社
、
農

林
公
社
が
指
定
管
理
者
と
し
て
の

期
限
を
迎
え
る
が
、
逼
迫
す
る
町

財
政
の
現
状
に
お
い
て
、
引
き
続

い
て
多
額
の
指
定
管
理
料
を
負
担

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
合
併

協
議
を
進
め
る
中
で
、
こ
の
財
政

的
負
担
が
相
手
先
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
の
か
、
大
き
な
疑
問
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
次
回
の
指
定
管
理

者
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
思
い

切
っ
て
民
間
の
活
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
判

断
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
収
益
事
業
が
中
心
の
観
光
施
設

に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者
を
公
募

し
て
、
観
光
公
社
を
含
め
て
民
間

分
野
か
ら
の
斬
新
な
経
営
手
法
の

提
案
を
受
け
、
そ
れ
ら
を
公
平
か

つ
公
正
に
比
較
し
て
最
も
指
定
管

理
者
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
者
を
選

択
す
る
こ
と
が
、
将
来
に
わ
た
っ

て
観
光
施
設
の
経
営
基
盤
を
安
定

さ
せ
る
道
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
農
林
公
社
に
つ
い
て
は
、
比
較

的
経
営
状
態
が
安
定
し
て
い
る
こ

と
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
ア
グ
リ

レ
ス
キ
ュ
ー
や
担
い
手
育
成
の
た

め
に
営
農
指
導
拠
点
施
設
が
必
要

な
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
て
、
基
本

的
に
は
指
定
管
理
者
と
し
て
継
続

指
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
指

定
管
理
料
な
ど
の
条
件
面
に
つ
い

て
農
林
公
社
と
協
議
を
行
う
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　
光
盛
　
暁
與
　
議
員

◎
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
改
正
へ
の
対
応
に

つ
い
て

【
教
育
委
員
長
答
弁
】

　
今
回
の
「
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
は
、
教
育
基
本
法
の
改
正
を

踏
ま
え
、
地
方
に
お
け
る
教
育
行

政
の
中
心
的
な
担
い
手
で
あ
る
教

育
委
員
会
の
責
任
体
制
の
明
確
化

や
体
制
の
充
実
、
教
育
に
お
け
る

地
方
分
権
の
推
進
と
国
の
責
任
の

果
た
し
方
及
び
私
立
学
校
に
関
す

る
教
育
行
政
に
つ
い
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　
法
第
26
条
第
２
項
の
改
正
で

は
、
教
育
委
員
会
は
、
①
基
本
的

な
方
針
の
策
定
、
②
教
育
委
員
会

規
則
の
制
定
・
改
廃
、
③
教
育
機

関
の
設
置
・
廃
止
、
④
職
員
の
人

事
、
⑤
活
動
の
点
検･

評
価
、
⑥

予
算
等
に
関
す
る
意
見
の
申
し
出

に
つ
い
て
は
、
自
ら
管
理
執
行
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
法
改
正
を
踏
ま

え
、「
松
野
町
教
育
委
員
会
の
教

育
長
に
対
す
る
事
務
委
任
規
則
」

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
ご
質
問
の
規
定
順
序
、
文
言
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
各
市

町
の
教
育
長
に
対
す
る
事
務
委
任

規
則
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
現
状

の
ま
ま
で
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
第
27
条
の
教
育
委
員
会
が
事
務

の
管
理
・
執
行
状
況
に
つ
い
て
点

検
・
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

関
す
る
報
告
書
を
議
会
に
提
出

し
、公
表
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
関
係
事
業
及
び
会
議

の
開
催
状
況
等
の
活
動
実
績
に
つ

い
て
、事
務
局
で
原
案
を
作
成
し
、

教
育
委
員
会
で
協
議
し
て
、
３
月

議
会
に
報
告
す
る
よ
う
取
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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平成19年度決算に基づく松野町の健全化判断比率等を公表します

○健全化判断比率
指　標　名 平成19年度実績値 早期健全化基準 財政再生基準

※実質赤字比率 －（該当なし） 15.00％ 20.00％

※連結実質赤字比率 －（該当なし） 20.00％ 40.00％

　実質公債費比率 17.4％ 25.0％ 35.0％

　将来負担比率 153.2％ 350.0％

※平成19年度決算は黒字であり、実質赤字額、連結実質赤字額がないため「－（該当なし）」で表示。

○資金不足比率
会計名 平成19年度実績値 経営健全化基準

※簡易水道特別会計 －（該当なし） 20.0％

※平成19年度決算は黒字であり、資金不足額がないため「－（該当なし）」で表示。

【用語解説】

実 質 赤 字 比 率 　福祉、教育、まちづくりなど、行政事務本体を扱う一般会計等（一般会計及び住宅新築資金等貸付
事業特別会計）の赤字の程度を示し、財政運営の悪化の度合いを表します。家計に例えれば、年収に
占める年間赤字額の割合を示すものです。
　黒字であれば「－（該当なし）」という公表になります。

連結実質赤字比率 　一般会計等に加え、国民健康保険・診療所・簡易水道・老人保健・介護保険特別会計の赤字や黒字
を合算し、町全体としての赤字の程度を示し、財政運営の悪化の度合いを表します。
　黒字であれば「－（該当なし）」という公表になります。

実 質 公 債 費 比 率 　町の年間収入のうち、借入金（地方債）の返済及びこれに準ずる返済に充てている割合を示し、資
金繰りの苦しさを表します。
　これには、一部事務組合への負担金や公営企業会計に対する繰出金のうち、借金返済に相当するも
のも含まれています。
　家計に例えると、年収に占める年間の借金返済額の割合を示すものです。

将 来 負 担 比 率 　一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高が、町の
年間収入の何年分に相当するのかを示し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを表します。
　家計に例えると、借金残高が年収の何年分に相当するかを示すものです。

資 金 不 足 比 率 　公営企業会計（簡易水道特別会計）の資金の不足額の程度を示し、経営状態の悪化の度合いを表し
ます。
　資金不足額がなければ、「－（該当なし）」という公表になります。

■概　　要
　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。
　この法律は、地方公共団体の財政の健全性に関する指標の公表制度を設け、その比率に応じて財政の早期健

全化及び財政の再生等に必要な行財政の措置を講じることにより、地方公共団体の財政の早期健全化に資する

ことを目的としています。

　計画策定義務等を含めた全体の法律の施行は平成21年４月ですが、財政の健全性に関する指標の公表は、平
成20年４月から施行されました。
　公表するのは、⑴実質赤字比率、⑵連結実質赤字比率、⑶実質公債費比率、⑷将来負担比率（以下「健全化

判断比率」といいます。）と⑸資金不足比率の５指標です。健全化判断比率のうち１つでも早期健全化基準（イ

エローカード）以上である場合は財政健全化計画を、財政再生基準（レッドカード）以上である場合は財政再

生計画を定める必要があります。また、資金不足比率が経営健全化基準以上となった場合は、経営健全化計画

を定める必要があります。

■健全化判断比率及び資金不足比率
　平成19年度決算に基づいて算定し、監査委員の審査を経て議会へ報告した健全化判断比率及び資金不足比率
は、下記のとおりいずれの比率も国の基準を下回り、現在のところ指標上の財政状況は健全であるといえます。

ただし、本町の財政が非常に厳しい状況にあることに変わりはなく、引き続き集中改革プラン等に基づく行財

政改革を徹底し、財政の健全化に取組みます。
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～松野町ふるさと応援基金～
　このたび創設された「ふるさと納税制度」は、生まれ育ったふるさとを応援したい、自分と関わり想い出のある

地域を応援したい、という想いを形にする制度として設けられました。

　これは、ふるさとの自治体など希望する自治体に寄付をした場合、寄付金額のうち５千円を超える額について、

個人住民税額の概ね１割を上限として、今住んでいる自治体で納める所得税や個人住民税から控除される制度です。

　松野町におきましても、ふるさとを愛し、応援しようとする皆様から広く寄付金を募り、これを「ふるさと応援基金」
に積み立て、個性豊かな活力あるふるさとづくりに活用させていただきたいと考えておりますので、どうかご協力

をお願いいたします。

 寄付の方法
※ 下記の担当窓口に電話・FAX・郵送・E-mail等でご連絡ください。「寄付申出書」をお送りいたします。（直接役

場へ来られる場合はご連絡は不要です。）
　【申出書は松野町ホームページからもダウンロードできます。http://www.town.matsuno.ehime.jp/　】
　ご寄付いただいた金額が１万円以上の方につきましては、松野町観光施設等の利用券をお送りいたします。

 お問い合わせ・お申し込み先
　松野町役場　総務課　ふるさと納税担当

　　〒798－2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343番地
　　☎42－1111（内線212）　FAX42－1119
　　E-mail  m-soumu@town.matsuno.ehime.jp

ふるさと納税へ　ご協力のお願い

　
10
月
１
日
〜
11
月
30
日

ま
で
の
二
ヶ
月
間
は
、「
愛

媛
県
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱

用
防
止
運
動
」
実
施
月
間

で
す
。

　
薬
物
乱
用
問
題
は
世
界

が
抱
え
る
最
も
深
刻
な
社

会
問
題
の
一
つ
で
、
人
間

の
生
命
は
も
と
よ
り
、
社

会
や
国
の
安
全
を
脅
か
す

も
の
で
す
。

　
薬
物
乱
用
は
、
特
別
な

人
の
問
題
で
は
な
く
、
学

生
や
社
会
人
、
主
婦
な
ど

い
た
る
と
こ
ろ
に
誘
惑
の

手
が
伸
び
て
い
ま
す
。
い

ま
や
小
中
学
生
に
も
そ
の

危
険
性
が
ひ
そ
ん
で
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
突
然
に
私
た
ち
を

襲
っ
て
き
ま
す
。

　「
ダ
メ
、
ゼ
ッ
タ
イ
、
手

を
出
さ
な
い
」
を
合
言
葉

に
一
人
一
人
が
薬
物
の
恐

さ
を
知
り
、
正
し
い
理
解

を
深
め
、
薬
物
乱
用
を
許

さ
な
い
環
境
を
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

活用目的

①生活環境・生活基盤事業

②健康・福祉事業

③産業・観光事業

④教育・文化・人権事業

麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
運
動

に
つ
い
て
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作
文
紹
介

　
ぼ
く
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
と
て
も
や
さ
し
く
て
、

ア
イ
ス
や
の
み
も
の
を
出
し
て
く

れ
ま
す
。
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
ぼ
く
に
教
え
て
く

れ
ま
す
。

　
今
年
の
四
月
二
十
九
日
に
、
田

う
え
を
し
ま
し
た
。
あ
ま
っ
た
な

え
を
じ
い
ち
ゃ
ん
が
も
っ
て
き
ま

し
た
。
ぼ
く
と
お
に
い
ち
ゃ
ん

は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、
な
え
を
は
っ
ぽ
う
ス

チ
ロ
ー
ル
に
う
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
そ
れ
か
ら
毎
日
水
や
り
を
し
ま

し
た
。
水
や
り
を
わ
す
れ
る
と
、

な
え
が
よ
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
が

水
や
り
を
手
つ
だ
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
お
か
げ
で
、大
き
く
そ
だ
ち
、

七
月
三
日
に
は
い
ね
の
ほ
が
出
て

大
好
き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
松
野
東
小
学
校 

四
年

加
形  

朋
子

　
私
に
は
三
人
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま
す
。

近
所
に
住
む
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
特
に
い
つ
も
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

ま
す
。
こ
の
夏
休
み
に
は
、
海
へ

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

魚
つ
り
の
仕
方
や
ウ
ニ
の
と
り
方

を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
言
う
と
お
り
の
場
所

で
、
言
う
と
お
り
に
魚
つ
り
を
す

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　
９
月
12
日
㈮
に
満
70
歳
以
上
で

長
寿
の
祝
い
歳
に
該
当
す
る
方
を

お
招
き
し
敬
老
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
敬
老
式
は
、
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
の
労
苦
を
い
た
わ
り
、
長
寿
を

お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
祝
い
歳
に
あ
た
る
方
は
、

百
賀
（
数
え
百
歳
）
１
名

白
寿
（
数
え
99
歳
）
２
名

卒
寿
（
数
え
90
歳
）
29
名

米
寿
（
数
え
88
歳
）
35
名

傘
寿
（
数
え
80
歳
）
81
名

喜
寿
（
数
え
77
歳
）
99
名

の
合
計
２
４
７
名
で
し
た
。

オープニング松丸保育園児

き
ま
し
た
。
八
月
十
四
日
、
か
り

と
り
を
し
ま
し
た
。
も
ち
米
が
と

れ
ま
し
た
。
お
も
ち
に
し
て
か
ぞ

く
み
ん
な
で
食
べ
る
日
が
楽
し
み

で
す
。

　
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
う
な
ぎ
と
り

も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
朝
し
か

け
た
じ
ご
く
か
ら
う
な
ぎ
を
出
す

と
こ
ろ
を
見
て
、
す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
こ
と
し
は
、
そ
の
う

な
ぎ
を
き
ら
く
で
食
べ
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
も
来
年
は
、

じ
い
ち
ゃ
ん
と
う
な
ぎ
を
と
り
た

い
で
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く

れ
る
じ
い
ち
ゃ
ん
。
せ
み
の
と
り

か
た
や
や
さ
い
の
つ
く
り
か
た
な

ど
な
ん
で
も
よ
く
知
っ
て
い
る
じ

い
ち
ゃ
ん
。
た
ま
に
じ
て
ん
車
の

か
た
づ
け
を
し
て
い
な
い
と
き
は

し
か
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
け
ど
、

じ
い
ち
ゃ
ん
の
言
う
こ
と
も
き
ち

ん
と
聞
き
ま
す
。
つ
け
も
の
づ
く

り
名
人
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
と
く
に

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
た
か
な
の
つ
け
も

の
が
大
す
き
で
す
。
に
じ
の
森
で

う
っ
て
い
る
の
で
み
な
さ
ん
も

　
こ
の
日
は
、
町
内
保
育
園
児
の

か
わ
い
ら
し
い
踊
り
が
披
露
さ
れ

た
後
、
岡
武
男
町
長
が
「
地
域
の

た
め
に
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過

し
く
だ
さ
い
。」
と
挨
拶
し
、
今

年
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
岡
村
千

鶴
さ
ん
（
目
黒
）
ら
に
記
念
品
を

贈
り
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、

小
学
生
の
作
文
発
表
に
じ
っ
と
耳

を
か
た
む
け
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て

い
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
敬
老
式

百賀…岡村千鶴さん

買
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ぼ
く
は
も
う
す
こ
し
大
き
く

な
っ
た
ら
、
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
の

米
づ
く
り
や
は
た
け
し
ご
と
の
手

つ
だ
い
も
や
り
た
い
で
す
。
二
人

い
つ
ま
で
も
な
か
よ
く
元
気
に
長

生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ぼ
く
の
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん

松
野
西
小
学
校
二
年
　
い
の
う
え
　
し
ん
の
す
け
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わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
松
野
南
小
学
校
五
年
　

岡
田
　
実
優  

　
今
度
の
誕
生
日
で
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
七
十
七
才
に
な
り
ま
す
。
何

年
か
前
に
病
気
の
た
め
胃
を
と
っ

た
の
で
、
ず
い
ぶ
ん
や
せ
て
い
ま

す
。
で
も
、
わ
た
し
た
ち
家
族
の

た
め
に
料
理
を
作
っ
た
り
、
洗
た

く
を
し
た
り
す
る
と
て
も
元
気
な

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
料
理
は
と
て

も
お
い
し
い
で
す
。
そ
れ
に
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
て
作
っ
て
く

れ
ま
す
。
こ
の
前
は
、

「
実
優
ち
ゃ
ん
は
、
魚
が
き
ら
い

だ
か
ら
、
今
日
は
魚
を
使
っ
た
お

い
し
い
料
理
を
作
ろ
う
か
ね
。」

と
言
っ
て
、
た
い
飯
と
た
い
の
煮

物
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た

し
は
魚
が
き
ら
い
で
す
。そ
れ
は
、

骨
が
口
に
入
る
の
が
い
や
だ
か
ら

で
す
。
だ
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

魚
の
骨
を
気
に
し
な
い
で
す
む
料

理
を
作
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
将
来
シ
ェ
フ
に

な
っ
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
大
好

る
と
、
た
く
さ
ん
つ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
と
き
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
っ
て
何
で
も
知
っ
て

い
て
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
私
の
帰
り

が
お
そ
く
な
る
と
き
に
む
か
え
に

来
て
く
れ
た
り
、
家
で
留
守
番
を

す
る
と
き
に
い
っ
し
ょ
に
い
て
く

れ
た
り
し
ま
す
。
私
一
人
だ
と
と

て
も
心
配
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

い
っ
し
ょ
に
い
て
く
れ
る
の
で
、

と
て
も
安
心
し
ま
す
。

　
ま
た
、
鬼
北
に
も
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
ま
す
。
い
つ
も
近
く
に
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
時
々
、

と
ま
り
に
行
き
ま
す
。
と
ま
り
に

行
っ
た
と
き
に
は
、
い
っ
し
ょ
に

シ
ャ
ボ
ン
玉
を
し
た
り
、
近
く
の

川
で
魚
を
と
っ
た
り
し
て
遊
び
ま

す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
あ
み
で
魚

を
す
ば
や
く
つ
か
ま
え
ま
す
。
そ

れ
を
見
た
と
き
、
私
は
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

　
三
人
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
私
や
弟
た
ち
を
と

て
も
大
事
に
し
て
く
れ
ま
す
。
つ

い
つ
い
、
私
も
あ
ま
え
て
し
ま
っ

た
り
、
わ
が
ま
ま
を
言
っ
た
り
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
時
に
は
き

び
し
く
、
そ
し
て
時
に
は
や
さ
し

く
、
私
や
弟
た
ち
を
見
守
っ
て
く

れ
ま
す
。
私
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

き
な
料
理
や
、
食
べ
た
こ
と
の
な

い
料
理
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

た
く
さ
ん
お
手
伝
い
を
し
て
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
少
し
ず
つ
料
理

を
習
い
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
あ
み
物
を

習
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ひ
ま
な

と
き
は
家
で
も
い
つ
も
何
か
あ
ん

で
い
ま
す
。
と
て
も
手
先
が
器
用

な
の
で
、
一
本
の
糸
が
あ
っ
と
い

う
間
に
い
ろ
い
ろ
な
形
に
な
り
ま

す
。細
か
い
部
分
を
あ
む
と
き
は
、

虫
め
が
ね
で
模
様
の
図
を
見
て
い

ま
す
。
一
段
あ
む
ご
と
に
、
段
数

計
を
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
と
お
さ
え
、

寸
法
を
合
せ
な
が
ら
あ
ん
で
い
ま

す
。
で
も
、
と
き
ど
き
あ
み
ま
ち

が
い
を
し
て
、

「
あ
〜
、
ま
ち
ご
う
た
。」

と
言
っ
て
、
ほ
ど
い
て
や
り
直
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、こ
れ
ま
で
に
、セ
ー

タ
ー
や
ベ
ス
ト
や
ぼ
う
し
な
ど
た

く
さ
ん
あ
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
身
に
着
け
る
と
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
愛
情
が
伝
わ
っ
て
、
と

て
も
ぽ
か
ぽ
か
し
た
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

　
だ
か
ら
わ
た
し
は
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
い
そ
が
し
く
て
し
ん
ど
そ
う

な
と
き
、
か
た
を
た
た
い
た
り
も

ん
だ
り
し
て
あ
げ
ま
す
。
特
に
足

の
裏
の
つ
ぼ
の
と
こ
ろ
を
も
む

と
、

「
実
優
ち
ゃ
ん
、
そ
こ
、
と
っ
て

も
気
持
ち
い
い
。」

と
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。
そ
の
顔
を

見
る
と
わ
た
し
も
自
然
と
笑
顔
に

な
り
ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
わ
た

し
た
ち
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
く

れ
ま
す
。
朝
、
わ
た
し
が

「
行
っ
て
来
ま
す
。」

と
言
う
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
忘
れ
物

な
い
？
気
を
つ
け
て
歩
き
さ
い

よ
。」

と
笑
顔
で
見
送
っ
て
く
れ
ま
す
。

学
校
か
ら
帰
っ
て
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
た
だ
い
ま
。」

と
言
う
と
、

「
お
か
え
り
、学
校
ど
う
や
っ
た
？

楽
し
か
っ
た
？
」

と
玄
関
ま
で
出
て
来
て
、
声
を
か

け
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
言
葉
を
聞

く
と
わ
た
し
は
い
つ
も
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
孫
で
よ
か
っ
た
。」
と

お
も
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

ん
な
こ
と
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
教

え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
い
っ
し
ょ

に
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
あ
り

が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長

生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
が
大
好

き
な
の
で
、こ
れ
か
ら
も
元
気
で
、

い
っ
し
ょ
に
も
っ
と
も
っ
と
遊
ん

で
ほ
し
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
私
が
大
人
に
な
っ
て
、
自

分
の
子
ど
も
が
で
き
た
と
き
に

も
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん

で
も
ら
え
る
く
ら
い
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
元

気
で
長
生
き
し
て
も
ら
い
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
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俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
年
九
月
投
句
分
）

佳
　
作

《
虹
の
森
公
園
投
句
》

敬
老
日
孫
と
分
け
合
う
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト 
上
甲
　
明
香

《
不
器
男
記
念
館
投
句
》

さ
る
す
べ
り
咲
く
や
不
器
男
の
記
念
館 

眞
鍋
　
孝
吉

宿
ま
で
の
道
の
左
右
に
草
の
花 

中
尾
　
　
正

《
森
の
国
ホ
テ
ル
投
句
》

妻
と
来
し
松
野
の
瀧
の
あ
ぶ
ら
ぜ
み 

木
村
傳
二
郎

か
は
せ
み
の
翡
翠
一
瞬
目
を
洗
ふ 

森
本
　
正
一

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
句
》

蟋こ
お

蟀ろ
ぎ

の
厨
く
り
や

に
鳴
き
て
母
の
こ
と 

前
田
　
　
屹

　
葛
　
句
　
会
　
　
九
月
例
会
　�

於
　
町
民
セ
ン
タ
ー�

風
鈴
や
片
付
け
ら
れ
し
無
人
駅 

井
関
　
千
晴

枕
よ
り
低
き
月
あ
り
鮎
の
宿 

市
川
　
成
良

こ
の
郷
に
共
に
老
ひ
つ
ゝ
敬
老
日 

岡
本
　
京
子

ブ
ラ
ン
デ
ー
含
め
ば
ま
ろ
し
月
今
宵 

金
谷
　
恵
子

電
柱
に
登
り
つ
め
た
り
葛
の
花 

金
谷
　
重
子

赤
蜻
蛉
く
る
り
と
向
き
を
返
し
け
り 

金
谷
　
文
恵

寝
そ
び
れ
し
耳
に
又
憑つ

く
チ
チ
ロ
か
な 

木
下
三
千
恵

朝
ま
だ
き
め
ざ
め
て
闇
に
虫
す
だ
く 

駒
山
　
忠
夫

今
朝
晴
れ
て
さ
な
が
ら
露
の
草
家
か
な 

財
前
　
渓
子

此
の
庭
は
黒か

ら
す
あ
げ
は

揚
羽
の
泊
り
宿 

芝
　
　
　
天

家
は
皆
山
懐
や
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ 

谷
　
き
よ
し

玫は
ま

瑰な
す

の
す
で
に
実
と
な
る
岬
か
な 

名
本
　
琴
舟

奥
阿
波
の
廃す

て

屋や

を
飾
る
蔦
紅
葉 

布
　
　
久
光

天
近
き
秘
境
の
里
や
女
郎
花 

布
　
　
康
江

ひ
と
り
寝
に
鳴
く
や
雄
鹿
の
峡
の
夜 

ひ
の
た
い
ら

野
分
け
な
か
さ
ら
さ
れ
て
ゐ
し
は
ぐ
れ
鷺 

正
木
　
玲
子

外と

に
出い

で
て
立
待
月
に
ひ
と
り
言 

松
田
　
文
子

鬼ほ
お

灯ず
き

の
紅
目
立
つ
ナ
ー
ス
室 

松
本
は
る
き

足
音
の
近
づ
く
気
配
居
待
月 

森
田
　
す
み

蝉
時
雨
背せ
な

い
っ
ぱ
い
に
里
ぐ
ら
し 

行
定
キ
ヨ
ノ

 

　
吉
　
野
　
句
　
会
　
九
月
例
会� 

　
於
　
吉
野
生
公
民
館

秋あ
き

簾
す
だ
れ

向
ひ
も
ひ
と
り
吾あ

も
ひ
と
り 

赤
松
　
午
子

栗
拾
ひ
を
り
ふ
る
里
は
丹
波
で
す 

浅
野
　
雪
子

逝
き
し
人
悼
み
て
鳴
き
て
夜
の
ち
ち
ろ 

稲
谷
キ
ミ
子

奉
納
の
子
供
相
撲
や
蝉
し
ぐ
れ 

上
田
み
ち
子

に
わ
か
雨
名
残
り
の
萩
も
こ
ぼ
れ
け
り 

岡
本
　
三
葉

老
猫
も
逝
き
ぬ
秋
風
ま
た
秋
風 

菊
澤
　
大
和 

父
母
の
齢
い
つ
し
か
越
へ
ぬ
曼
珠
沙
華 

竹
内
サ
ダ
子

た
の
で
し
ょ
う
か
。
謎
は
尽
き
ま

せ
ん
。

　
こ
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
つ
い

て
は
、
同
じ
く
存
在
が
想
定
さ
れ

る
土ど

塀べ
い

の
跡
の
調
査
と
共
に
、
11

月
23
日
㈰
に
秋
の
〝
登
っ
て
み
よ

う
！
河
後
森
城
〞
の
中
で
報
告
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
当
日
は
、
河

後
森
城
の
紅
葉
観
察
会
や
広
島
大

学
の
三
浦
正
幸
先
生
に
よ
る
ミ
ニ

講
演
会
も
行
い
ま
す
。
詳
細
は
回

覧
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
城
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
、
河
後
森
城
で
は
発
掘
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
っ

て
い
る
の
は
新
城
と
呼
ん
で
い
る

地
区
で
、
城
内
で
一
番
高
い
本
郭

の
南
東
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

新
城
で
は
以
前
に
行
っ
た
調
査
で
、

大
型
の
川
原
石
や
底
に
石
を
敷
い

た
柱
穴
に
よ
る
建
物
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
整
備
に

伴
っ
て
も
う
一
度
そ
の
姿
を
確
認

す
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
発
掘
を
行
う
と
、
地
表
面
か
ら

約
10
〜
20
㎝
の
と
こ
ろ
で
岩
盤
や

人
工
的
な
盛
土
が
み
つ
か
り
、
石

や
柱
穴
も
あ
っ
て
、
確
か
に
建
物

跡
が
存
在
し
た
様
子
で
す
。
驚
き

は
石
の
サ
イ
ズ
で
、
な
ん
と
直
径

が
40
〜
50
㎝
も
あ
り
ま
す
。
当
時

の
人
々
は
、
一
体
ど
の
よ
う
に
し

て
こ
ん
な
山
の
上
ま
で
運
ん
で
き

︱ 

新
城
地
区
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
︱

　
婦
人
会
で
は
、
身
近
な
食
材
を

使
っ
た
健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に

各
種
講
習
会
な
ど
を
開
い
て
新
し

い
組
織
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。

　
10
月
５
日
㈰
に
は
、
北
宇
和
高

校
生
産
食
品
科
の
富
永
先
生
と
生

徒
さ
ん
か
ら
米
粉
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
、

パ
ン
の
作
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　
16
名
の
参
加
者
は
、
米
粉
で

作
っ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
と
パ
ン
の
出

来
栄
え
に
大
満
足
、
熱
心
に
メ

モ
を
取
り

な
が
ら
学

習
し
ま
し

た
。
自
宅

で
の
実
践

が
楽
し
み

で
す
。

つなごう人の和　森の国文化祭
　文化の秋到来です。多彩な催しを町民セン
ター・コミュニティセンターを主会場に開催し
ます。

文化祭　平成20年11月２日～３日
作品展示　11月２日㈰・３日㈪
　会　場　町民センター・不器男記念館
芸能大会　11月３日㈪13時～
　会　場　コミセン
茶　　会　11月３日㈪10時～ 15時
　会　場　町民センター

文化祭予定

婦
人
会
研
修
会

米
粉
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
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状
況
を
捉
え
る
ま
な
ざ
し
、
判
断
し
行
動
す
る
心

 

　 

今
年
の
夏
、
松
山
へ
研
修
会
に
出
掛
け
、
Ｊ

Ｒ
駅
前
か
ら
道
後
方
面
行
き
の
市
内
電
車
に

乗
っ
た
と
き
の
話
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
駅
前
か
ら
一

駅
目
の
電
停
に
、
小
さ
な
手
押
し
車
と
と
も
に

電
車
を
待
つ
高
齢
者
の
方
が
見
え
た
。
午
前
九

時
頃
だ
っ
た
の
で
、
他
に
も
た
く
さ
ん
の
人
が
電
車
を
待
っ
て
い
た
。

電
車
の
中
は
、
す
で
に
、
八
割
程
度
の
込
み
よ
う
で
、
自
由
に
動
け

な
い
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

　
電
停
に
着
く
と
、
案
の
定
、
た
く
さ
ん
の
乗
客
が
乗
り
込
ん
で
来
た
。

小
さ
な
車
を
押
し
て
い
る
高
齢
者
の
方
の
姿
も
あ
っ
た
。
そ
の
高
齢

者
の
方
は
一
駅
乗
っ
た
後
、
電
車
を
降
り
て
行
っ
た
が
、
そ
の
間
に

電
車
の
中
の
人
た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
行
動
に
出
会
っ
た
。
乗
り
や
す

い
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
席
を
立
っ
て
譲
ろ
う
と
す
る
人
、
周
り
と

協
力
し
て
乗
り
口
か
ら
の
場
所
を
空
け
よ
う
と
す
る
人
、
ま
た
、
降

り
る
際
に
は
、
運
転
手
さ
ん
に
「
ま
だ
、
降
り
る
人
が
い
ま
す
。」
と

声
を
掛
け
る
人
、
楯
の
よ
う
に
そ
の
人
の
前
に
な
っ
て
一
緒
に
降
り

て
い
く
人
…
。
ほ
っ
と
安
心
し
て
、
見
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
二
十
日
程
経
っ
て
、
松
野
町
で
人
権
に
関
す
る
研
修

会
が
あ
っ
た
。『
バ
ス
の
中
の
私
…
』
と
い
う
次
の
事
例
に
つ
い
て
の

小
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
だ
っ
た
。

　 

『
バ
ス
の
中
の
私
…
』 

　
い
つ
も
の
バ
ス
停
に
、
い
つ
も
の
よ
う
に
バ
ス
が
止
ま
っ
た
。

降
り
る
人
も
乗
っ
て
く
る
人
も
い
な
か
っ
た
。
で
も
、
バ
ス
は
止

ま
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
バ
ス
停
に
車
イ
ス
の
男
性
が
い

た
か
ら
だ
。

　
運
転
手
は
「
ど
う
ぞ
、
お
乗
り
下
さ
い
。」
と
や
さ
し
く
声
を
か

け
た
。
し
か
し
、
車
イ
ス
の
男
性
は
何
も
応
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
運
転
手
は
眉
を
ひ
そ
め
た
も
の
の
、
バ
ス
は
何
事
も
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
出
発
し
た
。

　
私
は
窓
に
映
る
自
分
の
顔
を
見
な
が
ら
、
な
ぜ
か
も
や
も
や
し

て
い
た
…
。

　
先
日
の
出
来
事
が
頭
を
よ
ぎ
り
な
が
ら
も
、
運
転
手
、
車
イ
ス
の

男
性
、
バ
ス
の
乗
客
と
立
場
を
替
え
な
が
ら
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き

た
か
を
話
し
合
っ
た
。
そ
の
中
で
わ
た
し
は
「
そ
の
存
在
よ
り
も
、

周
り
の
環
境
こ
そ
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。」
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。

状
況
を
捉
え
、
判
断
し
て
、
行
動
に
移
す
そ
の
ま
な
ざ
し
と
心
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

 
 

松
野
東
小
学
校
　
人
権
・
同
和
教
育
主
任
　
　
菅
　
　
昭
彦

人
権の広場

 

「女性の人権ホットライン」
強化週間

11月17日㈪～23日㈰
一人で悩まないで、早めに相談して下さい。

相談内容… 女性人権問題に関するあらゆる相談
をお受けします。

　　　　　 （夫やパートナーからの暴力ＤＶ、職
場等のセクシュアル・ハラスメント、
性犯罪等の女性に対する暴力、ス
トーカー行為、女性差別、離婚問題
等の家庭内問題）

　　　　　※予約不要・無料・秘密厳守
相談日時…11月17日㈪～ 21日㈮
　　　　　午前８時30分～午後７時まで
　　　　　11月22日㈯～ 23日㈰
　　　　　午前10時～午後５時まで
電話番号…全国統一　0570－070－810

（携帯からも可能）
相談担当者…人権擁護委員、法務局職員

男女共同参画ヤングリーダー
南予地域ミーティング開催

　男女が互いに人権を尊重し、個性と能力を発揮することがで
きる「男女共同参画社会」の実現に向けて、行政と県民の連携・
協働した取組みを推進するため、地域で活躍するヤングリー
ダーと県・市町が地域の課題等について語り合うミーティング
の傍聴希望者を募集します。
日　　時　11月27日㈭13：30～16：00
場　　所　西予市宇和町卯之町４－11－２
　　　　　愛媛県歴史文化博物館　オリエンテーションルーム
内　　容　基礎講義及び意見交換
申込方法　 電話又はファックスで氏名（代表者）、連絡先、参

加人数をお知らせください。　締切　11月20日㈭
託児のご案内（要事前申込）
　 当日、就学前までのお子さんの託児を行います。傷害保険に
加入しますので、託児を希望される場合は、11月13日㈭ま
でにお申込ください。

申込問合せ先
　〒798－8511　愛媛県南予地方局　総務県民課県民生活係
　　　☎　　0895－22－5211（内線208・296）
　　ＦＡＸ　0895－22－0576

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
、
自
分
の
家
庭
で
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど

も
を
家
庭
に
迎
え
て
、
愛
情
を
込

め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ

と
で
す
。
里
親
制
度
は
、
児
童
福

祉
法
に
基
づ
い
て
里
親
に
な
る
こ

と
を
希
望
す
る
方
に
子
ど
も
の
養

育
を
お
願
い
す
る
制
度
で
、
里
親

手
当
の
支
給
等
が
あ
り
ま
す
。

　
県
は
、
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。
里
親

の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
愛
媛

県
南
予
児
童
相
談
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
里
親
申
込
窓
口
】

〒
７
９
８
│
０
０
６
０

宇
和
島
市
丸
之
内
３
│
１
│
19
　

　
愛
媛
県
南
予
児
童
相
談
所

　
☎
22
・
１
２
４
５

検
察
審
査
会
を

ご
存
知
で
す
か

　
交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
、
犯
罪

の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
け
れ
ど
も
検
察
官
が
犯

人
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
、
不
起
訴
処
分
の

よ
し
あ
し
を
国
民
の
中
か
ら
く
じ

で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員

が
審
査
す
る
の
が
検
察
審
査
会
で

す
。

　
審
査
の
相
談
・
申
立
て
に
つ
い

て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。（
ビ
デ
オ
映

画
の
貸
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
）

 

問
合
せ
先

　
宇
和
島
市
鶴
島
町
18
番
16
号

　
　
宇
和
島
検
察
審
査
会

　
　
　
　
　
　
☎
22
・
１
１
３
３
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　［
行
政
相
談
］

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

◆
と
　
き
　
11
月
10
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　�
松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
婦
人
室
　

◆
内
　
容
　�
行
政
に
関
す
る
苦
情

や
要
望

◆
相
談
員
　�

有
馬
節
男
（
行
政
相

談
委
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
11
月
10
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　�

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室
　

◆
内
　
容
　�

心
配
ご
と
・
法
律
相

談

◆
相
談
員
　�

専
属
相
談
員
（
民
生

児
童
委
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
11
月
10
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ
　�

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室

◆
内
　
容
　�

人
権
問
題
な
ど
、
心

配
ご
と
全
般

◆
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

◆
相
談
料
　
無
料

　［
心
配
ご
と
相
談
］

　［
人
権
相
談
］

平
成
20
年
度
粗
大
ご
み

２
回
目
収
集
開
始

　
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
粗
大

ご
み
の
収
集
（
第
２
回
目
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
家
電
製
品
の
う
ち
、
テ
レ
ビ
・

エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
等

の
家
電
４
品
目
と
、
農
機
具
類
、

タ
イ
ヤ
、
エ
ン
ジ
ン
の
つ
い
た
物

は
収
集
出
来
ま
せ
ん
。

　
又
、
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
も
収
集

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
独
居
老
人
及
び
、
70
歳
以
上
の

老
人
世
帯
で
搬
出
の
出
来
な
い
世

帯
は
事
前
に
環
境
整
備
課
ま
で
申

込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
天
候
の
都
合
で
、
収
集
日
を
変

更
す
る
と
き
は
無
線
放
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

肺
が
ん
Ｃ
Ｒ
検
診

 

11
月
13
日
㈭

目
黒
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

・
午
前
10
時
〜
11
時

吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

 

11
月
14
日
㈮

松
野
町
保
健
セ
ン
タ
ー

・
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

わにがめ、大蛇、わに等を飼う場合には
許可が必要！！

　特定動物（人の生命、身体又は財産に害を加えるおそ
れがある動物として政令で定める動物）を飼養又は保管
をしようとする場合は、事前に愛媛県知事の許可が必要
となります。
　くわしくは愛媛県動物愛護センターへ問い合わせてく
ださい。

愛媛県動物愛護センター　☎089－977－9200

固定資産税（家屋）についてのお知らせ
　家屋を新築・増改築した場合は、家屋調査が必

要となりますので、町民課まで連絡してください。

　家屋を取り壊した場合は、登記されている家屋

については、所管の法務局で滅失の登記をしてく

ださい。登記されていない家屋については、建物

滅失届を町民課に提出してください。また登記さ

れている家屋でも、滅失登記が遅れるときは町民

課に建物滅失届を提出してください。

対象家屋： 住居・店舗・車庫・物置等の基礎・外
壁・屋根を有しているもの

対象期間：平成20年１月２日～平成21年１月１日
【問合せ先】　松野町役場　町民課
　　　　　　☎42－1111　内線（250・251・252）

宇和島税務署からのお知らせ

平成20年分年末調整事務説明会の開催について
　平成20年分源泉所得税の改正・納付書等の記載要領・年末
調整の仕方について、次の日程で説明会を開催します。
　なお、年末調整関係諸用紙を封入した封筒を、事前に送付
しますので、ご来場の際には必ずこの封筒をご持参ください。

平成20年分年末調整事務説明会日程
開催日 開催時間 開催会場 対象地域

20.11.10㈪ 10:00～
12:00

宇和島市役所
２階大会議室

宇和島市（個人事業者）
宇和島市吉田町
宇和島市津島町

20.11.10㈪ 14:00～
16:00

宇和島市役所
２階大会議室

宇和島市（法人事業者）

20.11.18㈫ 13:30～
15:30

愛南町城辺社会福祉
会館３階中ホール

愛南町

20.11.19㈬ 14:00～
16:00

鬼北町近永公民館
２階講堂

宇和島市三間町
鬼北町・松野町

※ 説明会には、対象地域にかかわらずご都合の良い日にご来
場いただけます。

任
期
制
自
衛
官
　
募
集

   【
受
験
資
格
】

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

【
受
付
期
間
】
12
月
５
日
㈮
ま
で

【
試
験
日
】
12
月
７
日
㈰

【
試
験
地
】　

　
陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

【
一
任
期
】　

　
２
〜
３
年
（
複
数
任
期
可
）

【
手
当
等
】　

　 

特
例
退
職
手
当
（
任
期
満
了

時
）・
期
末･

勤
勉

【
詳
し
い
連
絡
先
】

  

〒
７
９
８
│
３
３
９
２

   

宇
和
島
市
津
島
町
岩
松
甲
４
７

１
津
島
支
所
３
Ｆ

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

☎
32
・
４
０
７
４

　
又
は
各
市
町
募
集
事
務
窓
口

フリーダイヤル

全国一斉
 労働時間相談

ダイヤル開設

0120－879－713
（はやくなくそう、長い残業）
相談日：平成20年11月22日㈯
時　間：９：00～17：00

　厚生労働省では、全国一斉
『労働時間相談ダイヤル』を設
置します。
　長時間労働やサービス残業
などの相談に愛媛労働局の職
員が対応し対応策等のアドバ
イスを行います。必要に応じ
て労働基準監督署への情報提
供を行い、問題があると認め
られる事案については監督指
導の実施など的確な対応をし
ます。
　皆様のご相談をお待ちして
います。

【愛媛労働局労働基準部監督課】
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平成20年「秋季全国火災予防運動」
　全国統一防火標語　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 『火のしまつ　君がしなくて　誰がする』
   実施期間  11月９日㈰から11月15日㈯までの７日間

※　住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
（住宅火災による死者の発生防止対策）

－３つの習慣・４つの対策－

　○寝たばこは、絶対やめる。
　　�　寝たばこをして眠り始め、手からポロリと布団に落ちると、長い時間くすぶった状態になり、その後発火する

危険性があります。寝たばこは絶対しないようにしましょう。

　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 
　　　カーテンや障子などから離れたところで使用して、洗濯物は上方で干さないようにしましょう。　　
　○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
　　�　“ちょっと”だからと言って火を付けたまま用事をしない。離れるときは炎を小さくするだけではだめ、必ず火

を消してからにしましょう。

 　●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　 ●寝具や衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
 　●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　 ●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

経営セーフティ共済
　（中小企業倒産防止共済制度）のご案内

経営セーフティ共済は、取引先の突然の倒産が原
因で、経営悪化の危機に直面してしまったときに資
金を借入れることができる制度で、中小企業を守る
ために国がつくった共済制度。無担保・無保証人で、
積み立て掛金の10倍の範囲内（最高3,200万円）で
被害額相当の共済金が借入れ可能。毎月の掛金も税
法上、必要経費または損金に算入できることも特徴
の一つ。
企業経営には、さまざまなリスクが潜んでいます。
経営者はそのリスク回避のために、あらゆる手を尽
くすのが日課といえるでしょう。たしかに、自社の
発展のために経営革新（新しい事業の立ち上げや販
路開拓等）を積極的に行うことは、とても重要であ
りますがそれだけリスクも伴います。『経営セーフ
ティ共済』を企業経営ツールの１つとして賢く利用
することもご検討ください。
詳しい内容のお問合せと加入申込みは、商工会、
商工会議所、金融機関の本支店の窓口で取扱いして
います。制度の運営は、独立行政法人中小企業基盤
整備機構が行っています。

共済相談
☎050－5541－7171
URL http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html

　小規模企業共済制度は、個人事業主または会社等の

役員の方が事業を止められたり退職された場合に、生

活の安定や事業の再建を図るための資金をあらかじめ

準備しておく国がつくった共済制度で、いわば「小規

模企業の経営者のための退職金制度」といえます。

　この制度の特徴は、①掛金は全額所得控除。受け取

る共済金も退職所得扱い又は公的年金等の雑所得扱い

となります。②共済金の額は、個人事業の廃止で掛金

を約年1.5％相当で複利運用した額、また老齢給付（年
齢が満65歳以上で掛金納付年数が15年以上）で掛金
を約年1.0％相当で複利運用した額。③急に事業資金
が必要になったときは、納付済掛金の８～９割の範囲

内で事業資金の借入れが可能。

　加入できる方は、常時使用する従業員数が20人以
下の製造業、建設業等（商業・サービス業は５人以下）

の個人事業主及び会社等の役員。掛金月額は、１千円

～７万円の範囲内で自由に選べます。

　詳しい内容のお問合せと加入申込みは、商工会、商

工会議所、青色申告会、金融機関の本支店の窓口で取

扱いしています。制度の運営は、独立行政法人中小企

業基盤整備機構が行っています。

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

「小規模企業共済制度のご案内」
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まちのわだい

　「
ゆ
ず
り
あ
う
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
伊
予
の
道
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
22
日
に
は
、
虹
の
森
公
園
で
出
発
式
が
行
わ
れ
、

交
通
安
全
協
会
各
支
部
・
鬼
北
交
番
等
関
係
者
に

よ
る
自
動
車
パ
レ
ー
ド
で
町
内
の
皆
さ
ん
に
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
期
間
中
24
日
と
25
日
に
は
、
松
丸
保
育
園
児
と

吉
野
生
保
育
園
児
も
交
通
安
全
協
会
・
駐
在
所
の

協
力
で
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　
運
動
期
間
の
最
終
日
30
日
に
は
、
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
に
設
定
さ
れ
吉
野
生
地
区
で
、

高
齢
者
の
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
小
学
校
と
南
小
学
校
で
も
交
通
安
全

教
室
が
開
か
れ
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
や
安
全

な
歩
行
の
仕
方

の
指
導
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
家
庭
や
学
校
、

地
域
、
職
場
で
お
互
い
が
「
交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
」「
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
」
よ
う
取
組
み
、「
交

通
事
故
ゼ
ロ
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
『
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
20
年
間
継
続
』

を
目
標
に
掲
げ
て
お
り

現
在
、
平
成
５
年
８
月

２
日
か
ら
15
年
２
ヶ
月

あ
ま
り
こ
の
記
録
が
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
な
い
明

る
く
住
み
良
い
町
づ
く

り
を
み
ん
な
で
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

町
内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

15
年
達
成
継
続
中
!!

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

みんなでジャンプ 団体入場

みんなで玉入れ

２年生100ｍ走 ５、６年生組体操

組対抗縄ない競争

西小学校・・９月21日㈰

南小学校・・９月28日㈰

東小学校・・９月28日㈰

小学校で運動会実施

　この日は、途中で大雨がふり一時中断となりました
が、雨にも負けず元気に運動会を楽しみました。

　地域と学校が一つになって今年も楽しい運動会とな
りました。目黒名物、縄ない競争では達人が大活躍し
ました。

　げんきな東っ子49名が心と力を合せてがんばりました。

大会テーマ
西小のオリンピックだ　さぁやるぞ！

大会テーマ
元気いっぱい最後まで！

大会テーマ
みんなの笑顔で金メダル！

吉野生保育園高齢者交通教室
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９
月
７
日
㈰
、「
県
境
を
越
え

　
川
と
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
を
」
の

大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、
松
野
町
体

育
協
会
主
催
の
第
20
回
予
土
交
流

球
技
大
会
２
０
０
８
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
も
、
近
隣
の
市
町
や
高
知

県
か
ら
約
３
０
０
名
の
選
手
が
参

加
し
、
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
、
卓

球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
硬
式
テ
ニ

ス
の
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ

レ
ー
、
硬
式
テ
ニ
ス
、
卓
球
女
子

が
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
９
月
７
日
㈰
吉
野
粟
島
神
社
の

秋
祭
り
が
行
わ
れ
、
恒
例
の
東
小

学
校
校
内
相
撲
大
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
四
股
名
は
子
ど
も
た
ち
自
身
が

つ
け
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
、
呼

び
出
し
の
度
に
会
場
か
ら
は
笑
い

が
聞
こ
え
和
や
か
な
雰
囲
気
で
学

年
ご
と
の
取
り
組
み
が
進
み
ま
し

た
。

　
土
俵
際
で
見
守
る
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も
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大
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森の国の夏祭り第１回フォトコンテスト
　８月13日に開催されました「森の国の夏祭り
2008」フォトコンテストの審査会が９月29日にお
こなわれました。

　今回初めての開催でしたが、町内外から約50点
の応募があり、犬飼恵俊氏に審査いただき、10点
の入賞作品を決定しました。

　総評としては、「子ども・大人・関係者が一丸と

なって祭りに取り組んでいる姿が、被写体として

写されていて、祭りの雰囲気がよく出た作品が多

かった。」また、推薦選評としては、「どこの町で

も夏祭りの主役とされる花火大会の中でも、松野

の花火の集客力を題材に、人物と花火の配列の妙

を見事に写している。観客と色彩豊かな花火の最

高のクライマックスが同化している一枚。」という

評をいただきました。

　来年の森の国の夏祭りも、フォトコンテストの

開催を予定しておりますの

で、皆さま方の応募をお待ち

しております。

【入賞結果】（敬称略）
推薦（１点）
　「花火見物」 樋口　良夫（宇和島市）　　　

特選（１点）
　「熱演」 仲川　幸延（宇和島市）　　　

準特選（２点）
　「楽しい盆踊り」 川添　明美（宇和島市）　　　
　「夏の思い出」 加賀城多加志（宇和島市）　　　

松野町商工会賞（２点）
　「 盆踊りの前の延野々地区の施餓鬼」

芝中　辰明（松野町延野々）　

　「夕暮れ」 森田　清寿（松野町延野々）　

まちづくり青年会議賞（４点）
　「森の国を彩る花火」

 井関　　俊（宇和島市）　　　

　「花火見物」 赤松よしき（宇和島市）　　　

　「夏の夜」 宇都宮和夫（松野町目黒）　　

　「大門花火」 谷口　光明（松野町目黒）　　

推　薦
「花火見物」

特　選
「熱　演」

準特選
「楽しい盆踊り」

準特選
「夏の思い出」
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住基カードとは？

　住民基本台帳カード（住基カード）は、松野町でも交付が受けられるセキュリティに優れたＩＣカードで、行政

手続きをインターネットで申請などができる電子政府・電子自治体の基盤ともなるものです。

　有効期限は、発行から10年間です。

☆ 取得するメリットは？

　・ 電子証明書（別枠にて説明）による本人確認を必要とする行政手続きのインターネット申請が可能になります。
　・ 本人確認の必要な窓口で、公的な身分証明書として利用することができます。
　・ 転入転出手続きの特例が受けられます。

取得方法は？　～松野町での取扱い方法です～

　・ 役場本庁窓口に交付申請してください。
　・ 写真付きと写真なしのいずれかを選んでください。
　・  毎月１回15日頃に住基カード作成委託業者へ作成依頼をしています。申請日によっては、交付までに１ヶ月以

上かかることがあります。必要に応じて早めに申請してください。

　・ 発行準備が整いましたら通知書をお届けしますので（毎月25日頃）、それと引き換えに住基カードを交付します。

☆ 申請時に注意することは？

　・ 印鑑を持ってきてください。
　・  写真付きを希望される場合は、役場にて撮影サービスを行っておりますので、撮影時に帽子やサングラス等の

着用は控えてください。

☆ 交付時に注意することは？

　・ 郵送された照会書・本人確認書類（免許証など）を必ず持ってきてください。
　・ ４桁の暗証番号を設定していただきますので、生年月日など、他人にわかりやすい数字は避けてください。
　・ 交付手数料500円が必要です。

「住基カードについて」のおしらせ

＜写真付き＞ ＜写真無し＞

＊申請から発行までの流れ（例）

11/15 12/15 12/23 12/25

14日以内

 
業者へカード作成依頼

申　　　請 カード作成

役場へ到着

発行準備

通知書送付

交　付
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　電子証明書は、住民が安心してインターネットを

通じて行政サービスを受けるために利用するもの

で、個人向けの電子証明書は、本町でも「公的個人

認証サービス」にて発行しています。

●所得税額から5,000円を控除できます
　e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用し
て平成19年分又は20年分（いずれか１回）の所得税
の確定申告書を申告期限（平成19年分は終了しまし
た。20年分は平成21年３月16日）までに提出する際

に、併せて本人の電子署名と電子証明書とを送信し

た場合には、所得税額から5,000円（その年分の所
得税額を限度）を控除できるというものです。

　なお、確定申告時期が近づくと、窓口が混み合い

ますので、電子証明書の取得はお早めにお願いしま

す。

☆電子証明書取得に必要なもの

　　 住基カード・本人確認書類（免許証など）・印鑑・
500円

工　　事　　名 工事場所 工事期間 工事種別 工事概要
入札・
契約方法

入札予定時期

松野町国民健康保険中央診
療所屋上防水改修工事

中央診療所 30日 建築
ウレタン防水工法（既存物
撤去含む）　370㎡

指名
競争入札

10月末頃

豊岡前　桑奥中ダム災害復
旧工事

松野町大字豊岡 120日 浚渫 土砂取り除き2,000㎥ 指名
競争入札

10月末頃

史跡河後森城跡環境整備工
事

松丸・富岡 120日 環境整備
遺構整備工、植栽工、運搬
工

指名
競争入札

11月中頃

町道延野々吉野支線改良工
事

松野町大字吉野 110日 道路改良 L=138ｍ W=5.5(9.25)ｍ 指名
競争入札

11月末頃

砂補第35号　富岡7-14がけ
崩れ防災対策工事

松野町大字富岡 100日 砂防 L=25ｍ 指名
競争入札 11月末頃

入札日 工　　事　　名
工事
場所

工事
種別

工事概要 落札業者 金額（円）
着　工
完　成

所管課

７月15日 市国交道第22号　町道富
岡吉野線改良工事

吉 野 改良 L=459ｍ　W=4.0（5.0）ｍ ㈴松野建設 40,950,000 ７月17日
２月28日 環境整備課

８月11日 小集落改良住宅修繕工事
（手摺取替え工事）

松 丸 取替 手摺老朽化のため、取替え ㈲太田工務店 3,790,500 ８月12日
９月22日

町 民 課
人権同和対策室

８月27日 虹の森公園おさかな館
小動物展示施設整備工事

延野々 建築
ペンギンの展示施設プール・
繁殖用巣箱・擬岩　一式

㈲金谷住宅
建 築 工 業

17,789,100 ８月28日11月28日 産業振興課

８月27日 育苗ハウス屋根被覆財
改良工事

吉 野 建築
育苗ハウス２棟の屋根被覆
材の改良

㈲四国農設 5,554,500 ９月３日
９月30日 産業振興課

８月27日 砂補第19号　宮野谷がけ
崩れ防災対策工事

奥野川 砂防 L=14ｍ 金谷建設㈴ 5,565,000 ８月30日11月30日 環境整備課

９月25日 目黒簡易水道基幹改良工事
（１工区）

目 黒 改良 配水管布設工　L=906.1ｍ 三和設備㈱ 23,625,000 10月６日
２月25日 環境整備課

９月25日 目黒簡易水道基幹改良工事
（２工区）

目 黒 改良 配水管布設工　L=1,075.0ｍ 中山産業㈱ 24,990,000 10月６日
２月25日 環境整備課

９月25日 目黒簡易水道基幹改良工事
（３工区）

目 黒 改良 配水管布設工　L=1,329.0ｍ ㈲明光建設 24,995,880 10月６日
２月25日 環境整備課

平成20年９月30日までの入札結果の概要

平成20年度中（10月以降）に入札を行う予定の工事

「電子証明書の取得はお早めに」

■�「住基カード」と「電子証明書」についての情報は、

次のホームページをご覧ください。

　【住基カード】

　　 http://juki-card.com/
　【電子証明書（公的個人認証サービス）】

　　http://www.jpki.go.jp/index.html

　【ＩＣカードリーダライタ】

　　http://www.jpki-rw.jp/
　【e-Tax（国税電子申告・納税システム）】
　　http://www.e-tax.nta.go.jp/
■本町へのお問い合せは

☎42－1111　町民課窓口まで
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者
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（
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年
）
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歳
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町　の　人　口
◇世帯数 1,956世帯（＋4世帯）
◇総人口  4,633人  （－１人）
男2,195人　　女2,438人
（９月中の異動）

  出生   １人  死亡     ４人

  転入   10人  転出     ８人

平成20年９月30日現在

ご
寄
付
お
礼

（
９
月
30
日
現
在
、
敬
称
略
）

☆
社
会
福
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協
議
会
へ

金
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竹
葉
　
純
子
　
松
　
丸

　
〃
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丸
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金
谷
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樹
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（
正
）
山
口
　
キ
ミ
　
85
歳

（
誤
）
山
口
　
キ
ミ
　
90
歳

行　事　予　定

10／26㈰　地方祭
11／２㈰・３㈪　 産業祭・文化祭
【展示部門・教育文化展】
場所：町民センター、不器男記念館
日時：11 月２日㈰９：00～16：30
         11 月３日㈪９：00～15：30
【産業祭】
場所：虹の森公園
日時：11 月３日㈪９：00～
11／２㈰　目黒ふるさと祭り
11／８㈯・９㈰　吉野生地区文化祭
　　　場所：吉野生公民館　　　　　　　
　　　：吉野生交流促進センター
11／16㈰　 松野町長選挙投票日
11／20㈭　松野町小中学校音楽会

発　行／松野町役場　　編　集／総務課　〒 798-2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343　☎0895－42－1111
URL:http://www.town.matsuno.ehime.jp/　　E-mail:matsuno@town.matsuno.ehime.jp

森
の
国
の
生
き
物

★国民年金保険料の領収証書は大切に!!

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の発行について

気をつけて！融資保証金詐欺かも

ふ
る
さ
と
　
　

　
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

年金コーナー

踏切事故防止
キャンペーンについて

お
誕
生
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●融資保証金詐欺の手口
　パソコンや携帯電話、ダイレクトメールなどで「債務を一本化しませんか」
「低金利で融資します」などと言葉巧みに勧誘し、保証金、手数料等の名目
で現金を振り込ませたり、サラ金を紹介してお金を借りるよう勧め、借り
たお金を振り込ませるなどの手口です。言われるままに振り込んでも、約
束の融資は受けられないばかりか、その後も「保証金の額が不足しています」
「登録エラーが出たので、もう一度確認のため振り込みが必要です」などと
何度も振り込まされ、最後には業者との連絡が取れなくなってしまうこと
もあります。振り込んだお金を取り戻すことはできません。
　返って、ますます債務がふくらみ、多重債務に陥ることになりかねません。
●予防と対策
　☆ 「債務の一本化」、「低金利・即融資」といった宣伝文句に釣られて、安

易な借り入れをしないようにしましょう。（雑誌の広告などにも要注
意！）

　☆ 自分の銀行口座などの個人情報を簡単に業者に教えることは危険です。
最初に相手方から少額の現金を振り込んでくる場合もありますので要
注意です。

　☆被害にあった場合は、すぐに警察へ被害届を出すことも大事です。
【県関係相談窓口】
　県知事登録貸金業者に係る苦情相談　地方局・支局商工観光室　愛媛県経営支援課
　不当請求に係る消費生活相談　　　　　県消費生活センター
　法外な金利や脅迫的な取り立ての相談　各警察署
【消費生活に関する相談窓口】
　松野町環境整備課消費生活係　☎０８９５－４２－１１１５
　愛媛県消費生活センター　　　☎０８９－９２５－３７００
　　　　　　　　　　　　　　　FAX ０８９－９４６－５５３９
　　　　　　　　　　　　　　　e-mail: seikatu-center@pref.ehime.jp

　納付のあった国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が「社
会保険料控除」の対象となっており、課税対象所得から控除されます。
　控除を受ける際には、保険料を納付したことを証明する書類（証明書または
領収証書）を申告書に添付することが所得税法で義務付けられています。
　このため、保険料を納付した旨を証明する書類が必要となることから、社会
保険庁では「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハガキ様式）を、11
月上旬または翌年２月にお送りすることにしています。

　国民年金保険料の納め忘れ等により納付が遅れますと、証明額等に記載され
ない場合があります。この場合は、領収証書により控除額を自己申告する必要
がありますので、国民年金保険料の領収証書は大切に保管してください。
※なお、年末調整の手続き等については、税務署にご確認ください。

社会保険庁の問い合わせ窓口は
控除証明書専用ダイヤル　☎0570-070-117へ

ＩＰ電話（ひかり電話等）の方は☎03-6748-8882へおかけください。
（平成20年11月4日～平成21年３月13日まで、平日9：00～17：00）

１．実施期間　平成20年11月１日㈯から
　　　　　　　11月10日㈪までの10日間
２ ．実施機関　四国運輸局が実施主体となっ
て、四国管区警察局、四国地方整備局、
各県等関係行政機関の支援並びに鉄・軌
道事業者、自動車関係団体の協力を得て、
「踏切事故防止キャンペーン」を推進する。
３．メインテーマ
　 "みんなでなくそう、踏切事故"

彼岸花と蝶

キジバトの親子

11月送付対象者 翌年２月送付対象者
１月１日から９月30日までの間に国民年金
保険料の納付実績がある方

10月１日から12月31日までの間にその年
はじめて国民年金保険料の納付があった方

（
写
真
　
柳
野
治
示
氏
）
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